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毎年恒例の新年会を、料亭「鳶茂」

で行いました。本年は多くの仕入れ

先様・協力工場様をお招きしたく、

6日 と11日 に行いました。 6日 は主

に仕入れ先様、11日 は主に協力工場

様にご参加頂きましたし

1月 6日帽)

1月 11日 l■l

東は栃木県足利市、西は大阪より

多くの方にご参加頂き誠に有難うご

ざいました。今年も森松一同頑張り

ますので宜しくお願い致します。

四
川
義
信
文
化
用
品
有
限
公
司

一
月
八
日
に
、
中
国
四
川
省
で
合
弁
会
社
が

認
可
さ
れ
ま
し
た
。
名
前
を

「
四
州
義
信
文
化

用
品
有
限
公
司
」
と
い
い
ま
す
。
森
松
の
初
め

て
の
海
外
企
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
　
社
内

は
も
ち
ろ
ん
、
社
外
の
多
く
の
方
々
の
協
力
を

得
て
、
計
画
を
立
て
て
か
ら
約
二
年
か
か
り
設

立
の
運
び
と
な
り
、
ホ

ッ
と
し
て
い
ま
す

．
皆

様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す

．
紙
面

を
借
り
ま
ｔ
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す

今
の
気
持
ち
は
、
宇
宙
船

ア
ポ

ロ
が
、
月
面

に
着
陸

し
た
様
な
感

じ
で
す

、
こ
の
会
社
は
、

小
さ
な
合
弁
事
業
で
す
が
、
森
松
号
が
劉
世
紀

に
向

い
大
き
な
第

一
歩
を
印
し
た
記
念
す

べ
き

事
業
だ
と
思
い
ま
す
．
今
月
末
に
は
ア
メ
リ
ヵ

の
塩
ビ
加
エ
メ
ー
カ
ー
と
の
合
弁
事
業
の
為
、

常
務
と
森
下
君
が
出
発
し
ま
す
が
、
こ
の
事
業

も
将
来
の
森
松
に
と

っ
て
、
大
き
な
夢
の
あ
る

案
件
で
す
。
皆
さ
ん
期
待
し
て
報
告
を
待

っ
て

い
て
下
さ
い
ご

９７
年
は
正
月
早
々
、
国
内
で
も
楽
し
い
話
題

が
続

い
て
い
る
＾
国
内
の
商
売
が
安
定
し
な
い

事
に
は
、
安
心
し
て
海
外
事
業
に
取
り
組
み
が

出
来
ま
せ
ん
　
車
の
車
輪
の
如
く
、
バ
ラ
ン
ス

を
大
切

に
進

め
て

い
き
た

い
と
思

っ
て

い
ま

す

．、ブ
レ
ス
６
号
機
が
今
月
末
に
稼
働
し
、
二
月

に
は
カ
ー
ド
用
ウ

ェ
ル
ダ
１
２
号
機
、
四
月
に

は
Ｎ
Ｃ
裁
断
機
が
設
備
さ
れ
ま
す
ご
ポ
ピ

ー

（田
井
村
）
、
シ
ク
ラ
メ
ン

（西
田
）
、
両
サ
ー

ク
ル
の
奮
闘
を
祈
り
ま
す
。

森
　
信
之
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ト
シ
君
の

一
方
通
行

国
民
は
お
人
好
し

一
九
九
六
年
は
、
私
の
好
み
の
不
景
気

っ
て
い
う

一

や
つ
が
続
い
て
愉
快
で
あ
っ
た
。
こ
う
い
う
時
に
頑

張
れ
る
っ
て
い
う
の
は
気
分
良
い
。

そ
れ
に
お
も
い
っ
き
り
笑
わ
せ
て
く
れ
た
。
何
と

か
と
い
う
厚
生
省
の
高
級
官
僚
．が

（ど
こ
が
高
級
か

．

分
か
ら
な
い
が
）
国
民
の
税
金
を
レ
イ
プ
し
て
く
れ
、

・

お
ま
け
に
退
職
金
を
も
ら
う
の
は
権
利
だ
と
言

っ
て

く
れ
た
。
こ
れ
は
大
笑
い
だ
。
こ
ち
と
ら
自
宅
に
会

社
の
ボ
ー
ル
ベ
ン
が
３
本
あ
る
だ
け
で
横
領
罪
じ
ゃ

一

な
い
か
と
悩
む
位
の
小
心
者
だ
か
ら
、
こ
の
官
僚
の

一

面
の
皮
の
厚
さ
に
は
尊
敬
し
た
。
都
議
が
ヨ
ー
ロ
ッ
一

び
観へ
刑
麟
鍵
勧
醜
慣
だ
〕

行 ァ
「
な
。
‐
ト

レ
購
は
酢
録
わ

一

レ
イ
プ
し
た
訳
だ
が
、
そ
の
う
ち
の

一
人
の
都
議
が

テ
レ
ビ
に
出
て
こ
う
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
に
答
え
た
。

「観
光
も
建
物
を
見
る
か
ら
仕
事
で
あ
る
ｃ
」
と
…
…
ｃ

お
い
、
そ
れ
は
森
信
之
が
社
員
に
海
外
出
張
さ
せ
る

時
に
言
う
言
葉
だ
ぜ
。
し
か
も
フ
ァ
ロ
ス
ト
ク
ラ
ス

じ
ゃ
な
く
ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ス
に
乗

？
て
差
額
は
ぼ
っ

ぽ

っ
ぽ
っ
。
笑

っ
た
ね
。
え
、
ｔ
ち
と
ら
ア
メ
リ
ヵ

へ
仕
事
９０
％
で
行

っ
て
も
、
未
だ
赤
字
だ
か
ら
と

「動
物
園
席
」
に
乗

っ
て
行
く
。

何
が
お
か
し
い
？
　
だ

っ
て
そ
う
で
し
ょ
う
が
。

国
民
は
´
イ
プ
さ
れ
て
も
怒
ら
な
い
ん
だ
よ
。
官
僚

を
獄
門
縛
り
首
に
出
来
な
い
ん
だ
よ
。
森
松
で
新
幹
・

線
の
グ
リ
ー
ン
車
に
乗
り
ま
し
た
と
言
っ
て
差
額
分

ぽ
っ
ぽ
っ
ぽ
し
た
の
が
分
か
っ
て
み
い
な
、
ム
チ
ー０

回
で
す
ま
ね
え
ぞ
。
笑
っ
ち
や
う
ね

　̈
　
　
　
　
・

レ
イ
プ
さ
れ
ま
く
っ
て
も
怒
ら
な
い
日
本
人
っ
て

始“抄炉戦
”“け門紡醒肇講ぎに動榊十
一の以・

九
七
年
も
大
い
に
笑
わ
せ
て
下
さ
い
。
だ
っ
て
森
松
・

じ
ゃ
笑
え
る
こ
と
な
ん
か
な
い
も
ん
ね
ｃ
即
は
り
つ

け
だ
も
ん
ね
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
・

木
村
英
利

ｔ
て
侑
給
休
暇
を
４
‐‐日‥欄
一一
■
春
―
北

「̈
金‐ス‐嗜相湯一新一一”産黎̈
彙お一

暇

一２
日
間

一絆
給
”一４
区緯
力ヽ休剃″詢［［”鶴

一一
一
一
り‐，
ｉ
一
の
よ
‐‐うに

，
北
海
き
で
ス
キ
ー
を

一一一・一一̈・̈｝一『‐と‐‥き営疇一［̈［静神̈程ヘスけ

―
ジ
と
は
異
な
り
、
バ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
見
て
行

っ
た

一̈一一け」一一一一一̈一『̈一中， 一̈一

際
と
テ
イ
ネ
ハ
イ
ラ
′

‐‐‐ド‥一一
一一‘新
０
′
・オ
一
揚
ｔ
ｔ

難
】「隷申』や一緩
歩
矢

今
年

（
一
九
九
七
年
）
か
ら
、
地
元
プ
ロ
野
球
チ

ー
ム
の
中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
の
本
拠
地
が
、
ナ
ゴ
ヤ
球

場
か
ら
ナ
ゴ
ヤ
ド
ー
ム
ヘ
と
変
わ
り
ま
す
。
自
分
も

小
さ
い
時
か
ら
中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
の
大

フ
ァ
ン
で
、

よ
く
ナ
ゴ
ヤ
球
場
へ
は
足
を
運
ん
で
観
戦
を
し
に
行

き
ま
し
た
。
外
野
ス
タ
ン
ド
で
よ
く
応
援
を
し
た
の

で
す
が
、
応
援
す
る
時
に
は
す
ご
く
大
き
な
声
を
出

し
て
応
援
す
る
た
め
、
子
供
の
時
な
ど
翌
日
学
校

へ

行
く
と
、
声
が
出
な
い
状
態
の
時
な
ど
が
よ
く
あ
っ

た
こ
と
を
今
で
は
思
い
出
し
ま
す
。
又
、
外
野
ス
タ

ン
ド
入
り
回
の
串
カ
ツ
屋
さ
ん

（矢
場
と
ん
だ

っ
た

と
思
う
の
で
す
が
）
の
串
カ
ツ
が
す
ご
く
美
味
し
か

っ
た
の
も
印
象
に
残

っ
て
い
ま
す
。

就
職
し
て
か
ら
は
あ
ま
り
球
場

へ
行

っ
て
応
援
す

る
こ
と
も
減

っ
て
し
ま
い
、　
一
年
に
数
回
程
度
し
か

な
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
の
で
す
が
、
今
年
か
ら
新
し

い
球
場

（ナ
ゴ
ヤ
ド
ー
ム
）
に
な
り
ま
す
の
で
、
必

ず
チ
ケ
ツ
ト
を
取

っ
て
、
応
援
ｔ
に
行
き
た
い
な
と

思

つ
て
い
ま
す
。
（中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
の
優
勝
を
夢

現
な
び
“
一・
・
一
一
一
・
●

・．■
一●

一

・
―‐‐‐１
計
・
一
れ

2

喜
怒
哀
楽

ド
・■
ム
元
年



M●RLIH

暮
ら
し
の
エ
ッ
セ
イ

「
緊
急
車
両

み
ん
な
で
渡
れ
ば
怖
く
な
い
■
」

集
金
で
市
内
を
回

っ
て
い
た
時
の
事
で
す
。
私

‐―ま

伏
見
通
り
を
北
上
し
て
、
広
小
路
伏
見
の
交
差
点
に

差
し
掛
か
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
時
、
後
ろ
か
ら
サ

イ
レ
ン
の
音
が
近
付
い
て
来
ま
し
た
の
で
バ
ッ
ク
ミ

ラ
ー
で
確
認
す
る
と
、救
急
車
が
接
近
し
て
き
ま
す
´

た
だ
で
さ
え
混
ん
で
い
る
道
路
で
す
か
ら
、
な
か
な

か
道
を
譲
る
事
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
私
は
や

っ
と
の
思
い
で

一
車
線
あ
け
ま
し
た
。
他
の
車
も
同

様
で
懸
命
に
救
急
車
を
通
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。
救

急
車
は
何
と
か
交
差
点
に
辿
り
着
く
事
が
出
来
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
こ
か
ら
先
へ
進
め
ま
せ
ん
。
信

号
は
赤
で
し
た
が
、
交
差
す
る
道
路

（信
号
は
青
）

の
車
は
全
て
止
ま

っ
て
い
ま
す
。
お
か
し
い
と
思

っ

て
よ
く
見
る
と
、
な
ん
と
歩
行
者
が
道
を
塞
い
で
い

ま
す
。
点
減
し
始
め
た
歩
行
者
信
号
が
赤
に
な
る
前

に
渡
り
き
ろ
う
と
、
我
も
我
も
と
救
急
車
の
前
を
横

切

っ
て
い
る
の
で
す
。
私
は
驚
く
と
同
時
に
、
ふ
七

「自
分
が
歩
行
者
だ

っ
た
ら
…
…
」
と
、
し
ば
ら
く

考
え
込
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

で
も
、
何
か
お
か
し
い
と
思
い
ま
せ
ん
か
？
皆
さ

坂
本
隆
志

ん
は
、
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か
？

こ
の
度
、
森
松
産
業
に
入
社
さ
せ
て
頂
い
た
大
橋

で
す
。
こ
の
不
景
気
の
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
と
て

も
奇
麗
な
建
物
で
、
社
員

一
人

一
人
の
声
が
大
き
く

女
性
社
員
の
方
が
と
て
も
素
敵
で
、
男
性
社
員
の
方

が
と
て
も
親
切
な
会
社
に
入
社
さ
せ
て
頂
い
た
事
を

嬉
し
く
思

っ
て
お
り
ま
す

）^

私
の
自
己
紹
介
を
簡
単
に
さ
せ
て
頂
き
ま
す
と
、

「明
る
く
、
元
気
！
」
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。
こ
の

性
格
を
活
か
し
て
会
社
の
雰
囲
気
が
、
今
以
上
に
明

る
く
な
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
趣
味
は
、
カ
ラ

オ
ケ
で
す
。
歌
に
は
、
少
々
自
信
が
あ
り
ま
す
の
で

私
の
歌
声
を
聞
き
た
い
方
は
、　
一
緒
に
カ
ラ
オ
ケ
ヘ

行
き
ま
し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

こ
ん
な
私
で
す
が
、
森
松
に
貢
献
出
来
る
様
に

一

生
懸
命
頑
張
り
ま
す
の
で
、
宜
し
く
お
願

い
し
ま

す
。

大
橋
政
次

ワールド^
饉》イツリビ
ュ＝

去
年
の
１２
月
か
ら
ア
ル
バ
イ
ト
で
来
て
頂
い
て
い

る
外
国
の
方
の
中
か
ら
ス
リ
ラ
ン
カ
出
身
の
ア
ニ
ー

ス
さ
ん

（④
・
写
真
左
）
と
、
セ
ネ
ガ
ル
出
身
の
カ

マ
ル
さ
ん

（⑩
・
写
真
右
）
に
妹
尾

（⑤
）
が
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
し
て
み
ま
し
た
。

③
ｌ
日
本
で
困

っ
た
こ
と
は
何
で
す
か
。

④
ｌ
塩
ど
砂
糖
を
間
違
え
て
買

っ
ち
ゃ
っ
た
ヨ
。

⑩
ｌ
チ
ー
ズ
を
買
お
う
と
思

っ
た
の
に
豆
腐
買

っ

ち
ゃ
っ
た
ネ
。

①
ｌ
そ
れ
か
ら
、
日
本
の
学
生
に

「
ス
リ
ラ
ン
カ

に
は
空
港
が
あ
る
の
か
。
」
と
間
か
れ
■
時
は
腹
が

立
ち
ま
し
た
ョ
。

⑩
ｌ
僕
は
、
ア
フ
リ
カ
か
ら
来
た
と
言

っ
た
ら
、

「
ラ
イ
オ
ン
や
象
が
街
を
歩
い
て
い
る
の
か
。
」
と
聞

か
れ
て
困

っ
た
ネ
。

③
ｌ
森
松
に
つ
い
て
は
ど
う
で
す
か
。

⑩
ｌ
社
長
が
お
も
し
ろ
い
と
思
う
。

④
ｌ
み
ん
な
い
い
人
。
会
社
も
き
れ
い
だ
と
思

う
。③

ｌ
セ
ン
キ

ュ
ー
ベ
リ
ー
マ
ッ
チ
。

①
⑭
ｌ

ユ
ア
ー
ウ
ェ
ル
カ
ム
。

二
人
と
も
母
国

語
の
他
に
英
語
も

日
本
語
も
大
文
夫

な
の
で
、
色
々
聞

い
て
み
る
と
い
い

と
思
い
ま
す

、́

妹
尾
峰
夫

3
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呼
勒
２
月
の
社
内
行
事

１
日
０
　
一弟
一
土
曜
日
休
み
　
・一
・

３
日
０
　
誕
生
会
　
１２
時
●
４
ｆ
一

４
日
ω
　
稲
葉
釜
塁
員
さ
ん
誕
生
日

５
日
Ｑ
　
西
谷
知
範
さ
ん
誕
生
日

７
日
０

”　
　
中
高
ビ
ス
キ
ー

９
日
０
迄

８
日
ω
　
第
二
土
曜
日
休
み

＝
日
ω
　
建
国
記
念
日

〃
　
　
下
垣
紀

一
さ
ん
誕
生
日

‐４
日
０
　
改
善
会
議
　
１８
時

‐５
日
ω
　
第
三
土
曜
日
休
み

〃
　
　
村
田
係
長
誕
生
日

‐８
日
ω
　
桜
丼
圭
子
さ
ん
誕
生
日

‐９
日
③
　
牧
野
部
長
誕
生
日

２‐
日
０
　
生
産
会
議
　
１７
時
４。
分

２２
日
ω
　
改
善
発
表
会
　
１３
時

２３
日
０
　
坂
本
芳
美
さ
ん
誕
生
日

２４
日
０
　
経
営
会
議
　
１５
時
３０
分

〃
　
　
営
業
会
議
　
―フ
時

〃
　
　
光
田
部
長
誕
生
日

２５
日
ω
　
壮迫
集
団
会
議

１８
時
３０
分

２６
日
③
　
編
集
会
議
　
１７
時
５０
分

Ｏ
Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｓ
Ｔ

Ｅ
Ｐ
Ｊ
ビ
Ｍ
Ｐ
〃
一

〇
仕
事
は
楽

し
く

○
新
商
品
五
点
上
市
　
　
　
．

○
報
連
相
　
　
一一
　
　
　
　
一

〇
凡
事
徹
底
　
一一
　
・　
　
　
一

〇
明
元
素
速
考
行
帰

○
仕
事
を
覚
え
る

○
エ
ク
セ
ル
を
覚
え
る

○
初
心
に
カ
エ
ル

○
コ
ツ

・
コ
ツ

・
コ
ツ

２

笑

一
福

○
改
善
に
終
り
は
な
し
′

○
明
元
素

○
販
管
ソ
フ
ト
導
入

○
し
ご
と
を
が
ん
ば
る
ぞ

○
い
つ
も
初
心

○
新
商
品
で
二
３
０
■
万
円

○
部
下
の
共
有

1997年書き初め (仕事編)

=F

I二

=■
|‐ ||

大
阪

一
・
Ｏ
体
が

一
番

○
新
規

一
点
四
十
期

○
続
法
規
内
務
処
理
簡
素
化

○
新
商
品
二
点
で
売
上
達
成

○
元
気
や
る
気
根
気

○
新
商
品
の
上
市
三
点

〇
年
間
売
上
達
成

○
楽
し
く
仕
事
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改 善 発 表 会
日にち 2月 22日田

「各サークル改善テーマ」
時間 13時～

シクラメン (丹後球場製造部)

11構内革命「整理、整頓」 福島、西田

レモン (経理・総務部)

「走れ〃レモン」パート2

ポテ ト (営業二i部 )

● やればできる〃バート2

さくらんぼ (産業)

●11「もしもしカメよカメさんよ」バート2 稲葉

ヒヤワリ(商品管理部)

.1 
掃除方法の改善

オす日日

岩 1闘

とうもろこし (営業一部 )

コーンスープ 大和田

ボピー (要工場製造部)

ニューNC 谷沢

キャロット (営業二部)

. 大 リーグボール養成ビデオ 安井
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一日
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二
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と
い
う
こ
と
そ

ず
と

て
も
寒
く
な
り
ま
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ず
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、
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る
時
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の
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つ
い
て
い
る
の
を

見
る
と
、
車
に
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気
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ん
ｃ

冬
よ
り
夏
の
好
き
な
私
で

す
が
、
そ
れ
な
の
に
寒

い
お

も

い
を
し
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で
も
ス
キ
ー
に

よ
く
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け
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。
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一
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ｃ

松
井
宣
和

4

森松株式会社

森 下 友 博
平成9年 2月 1日

第 140号


